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解
剖
学
の
教
科
書
は
、
人
体
の
構
造
を
す
べ
て
網
羅
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
人
体
構
造
を
網
羅
す
る
枠
組
み

と
し
て
、
現
在
の
解
剖
学
に
は
二
つ
の
枠
組
み
が
あ
る
。
人
体
構

造
を
器
官
系
に
分
け
て
記
述
す
る
系
統
解
剖
学
と
、
身
体
の
部
位

ご
と
に
分
け
て
記
述
す
る
局
所
解
剖
学
で
あ
る
。
現
在
の
系
統
解

剖
学
で
は
、
お
も
に
器
官
の
機
能
が
考
慮
さ
れ
て
、
器
官
系
を
区

別
し
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
藤
田
恒
太
郎
の
『
人
体
解

剖
学
」
で
は
、
①
骨
格
、
②
筋
、
に
続
い
て
、
内
臓
と
し
て
③
消

化
呼
吸
系
、
④
泌
尿
生
殖
系
、
な
ど
を
扱
い
、
⑤
脈
管
系
而
管
系

と
リ
ン
パ
系
を
含
む
）
、
⑥
神
経
系
（
中
枢
神
経
系
と
末
梢
神
経
系
を
含

む
）
、
⑦
感
覚
器
、
で
結
ぶ
。
消
化
器
と
呼
吸
器
を
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
お
よ
び
泌
尿
器
と
生
殖
器
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
は
、
機
能
だ

け
で
な
く
、
個
体
発
生
と
系
統
発
生
に
基
づ
く
起
源
が
重
視
さ
れ
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系
統
解
剖
学
の
起
源
と
し
て
の
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
解
剖

坂
井
建
雄

た
結
果
で
あ
る
。

系
統
解
剖
学
を
標
傍
す
る
最
初
の
解
剖
学
書
を
探
し
求
め
る

と
、
ヤ
コ
ブ
・
ヘ
ン
レ
の
『
人
体
系
統
解
剖
学
全
書
」
（
全
三
巻
、

一
八
五
五
～
一
八
七
二
に
た
ど
り
着
く
。
こ
の
解
剖
学
書
の
構
成

は
、
第
一
巻
が
運
動
器
と
し
て
骨
と
靭
帯
と
筋
を
扱
い
、
第
二
巻

が
内
臓
と
し
て
皮
層
、
消
化
器
、
呼
吸
器
、
泌
尿
器
、
生
殖
器
、

血
管
腺
、
感
覚
器
を
扱
い
、
第
三
巻
の
第
一
部
が
血
管
系
を
、
第

二
部
が
神
経
系
を
扱
う
。
こ
こ
に
は
器
官
系
の
起
源
と
い
う
視
点

が
な
く
、
一
八
五
九
年
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
る
進
化
論
以
前
の
身

体
観
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
で
近
代
的
な
解
剖
学
の
出
発
点
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を

見
る
と
、
歴
史
的
大
著
で
あ
る
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
を
出
版
し
た
同

じ
一
五
四
三
年
に
、
重
ピ
ト
メ
ー
」
と
い
う
要
約
版
を
出
版
し
て

い
る
の
に
気
付
く
。
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
報
告
し
た
よ
う
に
、
前
半
四
巻
の
①
骨
格
、
②
筋
、
③
血
管
、

④
神
経
は
、
素
材
別
の
素
朴
な
系
統
的
編
成
で
あ
り
、
後
半
三
巻

の
⑤
腹
部
内
臓
、
⑥
胸
部
内
臓
、
⑦
頭
部
内
臓
は
、
局
所
的
編
成

で
、
全
体
と
し
て
は
折
衷
的
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
室
ピ
ト
メ
ー
』
の
六
章
は
、
①
骨
格
、
②
筋
、
③
消
化
器
と
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静
脈
④
心
臓
と
動
脈
、
⑤
脳
と
神
経
系
、
⑥
生
殖
器
、
と
い
う

構
成
は
、
当
時
の
身
体
観
を
支
配
し
た
ガ
レ
ノ
ス
生
理
学
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
『
エ
ピ
ト
メ
ー
」
は
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
内
容

を
単
に
圧
縮
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ガ
レ
ノ
ス
生
理
学
に
基
づ
い

て
系
統
別
に
整
理
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
当
時
の
身
体
観
に
基
づ

く
系
統
解
剖
学
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
か
ら
ヘ
ン
レ
ま
で
の
間
の
解
剖
学
書
は
、
お
お

む
ね
局
所
解
剖
学
の
構
成
を
取
る
も
の
が
多
い
が
、
一
八
世
紀
に

は
系
統
解
剖
学
に
近
い
構
成
を
取
る
も
の
と
し
て
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ

ー
の
「
解
剖
示
説
」
の
よ
う
に
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
形
式
を
踏
襲

し
た
も
の
や
、
チ
ェ
セ
ル
デ
ン
の
『
人
体
解
剖
学
』
の
よ
う
に
「
エ

ピ
ト
メ
ー
」
の
形
式
を
修
正
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
い

ず
れ
も
骨
と
筋
か
ら
始
ま
る
と
い
う
点
で
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の

「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
お
よ
び
『
エ
ピ
ト
メ
ー
」
と
共
通
し
て
い
る
。

そ
し
て
解
剖
学
害
を
骨
と
筋
か
ら
始
め
る
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
来
の

こ
の
伝
統
は
、
そ
の
ま
ま
ヘ
ン
レ
の
「
人
体
系
統
解
剖
学
全
書
」

や
、
ま
た
同
じ
頃
に
発
刊
さ
れ
た
グ
レ
イ
の
「
解
剖
学
、
記
述
と

外
科
」
（
一
八
五
八
年
）
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
進
化
論

に
基
づ
く
比
較
解
剖
学
と
発
生
学
を
取
り
入
れ
た
ゲ
ー
ゲ
ン
バ
ウ

ル
の
『
人
体
解
剖
学
教
科
書
」
も
同
様
に
骨
と
筋
か
ら
始
ま
っ
て

い
ス
諸解

剖
学
の
観
察
を
骨
と
筋
か
ら
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ガ
レ

ノ
ス
が
『
解
剖
技
法
』
の
第
二
章
で
推
賞
し
て
い
る
が
、
ガ
レ
ノ

ス
の
解
剖
学
書
と
み
な
せ
る
「
解
剖
技
法
」
と
『
体
部
の
有
用
性
」

も
、
と
も
に
局
所
解
剖
学
的
な
構
成
を
取
っ
て
お
り
、
各
部
の
記

述
の
中
を
骨
と
筋
か
ら
始
め
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
イ
ブ

ン
・
シ
ー
ナ
の
『
医
学
典
範
」
は
、
解
剖
学
を
含
ん
で
い
る
が
、

そ
こ
で
は
骨
、
筋
、
神
経
、
血
管
の
み
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
中

世
の
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
由
来
の
解
剖
学
は
、
①
腹
部
、
②
胸
部
、
③

頭
部
、
④
四
肢
を
扱
う
局
所
解
剖
学
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
中
で
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
「
エ
ピ
ト
メ
ー
」
は
、

身
体
観
こ
そ
現
在
と
異
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
局
所
解
剖
学
の

文
脈
を
切
り
捨
て
、
人
体
の
器
官
を
系
統
別
に
整
理
す
る
こ
と
を

志
し
た
系
統
解
剖
学
の
最
初
の
試
み
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
解
剖
学
）


